
資料代：500円（ヨコハマヘリテイジ会員300円）

資料代+レシーバー代：1,500円（ヨコハマヘリテイジ会員は1,300円）

12月3日（日）締切 ※申込み多数の場合は抽選。ご参加いただける方には、締切後、メールまたはFAX、電話等でお知らせさせて頂きます。

戦後建築はみんなの宝
第45回 歴史を生かしたまちづくりセミナー

主催：公益社団法人 横浜歴史資産調査会　後援：横浜市都市整備局

赤レンガ倉庫が貴重な歴史的資産であることは、誰もが認めるでしょう。しかし、
関内地区等に多くある昭和40年代の防火帯建築が歴史的資産と言っても誰もピン
と来ない。50年を経た建物は歴史的資産です。今こそ生活文化に根ざした戦後建
築について語り合いましょう。

2023年 12月9日（土） 12:30～ （受付／11：45～）日 時

60名定 員
横浜みなと博物館
（日本丸訓練センター） 第1・2会議室
西区みなとみらい2-1-1

場 所

参加費
第1部

第2部

事前申込み制

申込み方法

第1部

メール　　　yh-info@yokohama-heritage.or.jp　  FAX　　   045-651-1730

プログラム

12：30～14：45

基調講演 『戦後建築の魅力』
神奈川大学教授　松隈 洋 氏 （オンライン配信）

シンポジウム
■パネリスト
　（一社）神奈川県建築士会常任理事　村島正章氏
　カサイアーキテクチュラルデザイン代表  笠井三義氏
　神奈川大学教授　中井邦夫氏
■コーディネーター
　工学院大学理事長　後藤治氏

第2部 15：00～16：45

見学会
［定員］30名　［コース］馬車道～吉田町
［ガイド］カサイアーキテクチュラルデザイン代表  笠井三義氏

2023.10　歴史を生かしたまちづくりセミナー　A4（W210×H297mm）　　【4C×1C】　コート90kg　　700枚

表面_4C



開催時間が近くなりましたら、スマート
フォンから右記の2次元コードを読み取り
アクセスできます。

電子メールまたはFAXにて、お申込みください。
メールの方は下記項目（FAX番号除く）を記載の上、
メールをお送りください

『オンライン』への参加方法会場への参加方法

オンライン配信予定（参加申込不要）

講師・パネリスト プロフィール

参加方法

FAX　　   045-651-1730

【お問い合せ】 公益社団法人 横浜歴史資産調査会 事務局
TEL / FAX：045-651-1730（月・水・金 9：00～17：00）　 Eメール：yh-info@yokohama-heritage.or.jp

お申し込み日 年　　　　  月　　　　  日

FAXの方は、この用紙に記入の上、FAXをお送り下さい。

メール　　　yh-info@yokohama-heritage.or.jp

松隈 洋（まつくま・ひろし）
神奈川大学建築学部教授
京都工芸繊維大学名誉教授

1957年兵庫県生まれ。
2018年までDOCOMOMO Japan代表。
著書『建築の前夜前川國男論』
『ル・コルビュジエから遠く離れて』など

村島正章（むらしま・まさあき）

（一社）神奈川県建築士会常任理事

1958年神奈川県生まれ。
神奈川県建築士会において、まちづくり委員会、
防災・災害対策委員会等を担当。
著書『かながわ昭和たてもの散歩』（共著）など

中井邦夫（なかい・くにお）

神奈川大学建築学部教授 工学院大学総合研究所教授・理事長

1968年兵庫県生まれ。
NODESIGN共同主宰。
著書『建築構成学』（共著）、
『横浜防火帯建築を読み解く』（共著）など

後藤 治（ごとう・おさむ）

1960年東京都生まれ。
著書『建築学の基礎6 日本建築史』
『都市の記憶を失う前に 建築保存待ったなし！』
（共著）など

笠井三義（かさい・みつよし）
（有）カサイアーキテクチュラルデザイン 代表
（公社）日本建築家協会登録建築家

1951年神奈川県生まれ。
公益社団法人日本建築家協会にて、
各種委員を歴任。共著『横浜近代建築
─関内・関外の歴史的建造物』

記載項目（FAX申込書）

お名前

ご年齢　　　10代  　　20代  　　30代  　　40代  　　50代  　　60代  　　70代  　　80代以上

FAX番号（FAXでお申込みの方）

参加希望　　　　　第1部　　　　　第2部　　　　　第1部・第2部両方

通信欄
ヨコハマヘリテイジ会員の方はこちらに「会員」と記入

（よみがな）

裏面_1C


